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★時間外の診療依頼は先に診療所℡83-3001までご連絡ください。 

 

★新年あけましておめでとうございます。 

私には津具での 5 回目の正月であり、申し訳ありませんが診療所医師として最 

後の正月になります。皆さん今年一年どんな年にしたいですか。私は津具の経験 

を活かし立場を変えて今後も地域を支える医療に携わりたいと思っています。 

津具ではいろいろなことを教えてもらいました。インターネットでの情報発信 

や学会・報告会等で発表を行う中で、津具には日本に誇れるものがあることを知りました。診療所

だよりを書くのも残り 3 回です。地域で得た事を皆さんにお伝えし、今後の地域の自信につなげて

いただけたらと思います。 

 

★在宅看取り～今後も津具で最期を迎えたいならば、皆さんにお願いしたいこと～ 

津具では約 30 人の方の最期を看取りました。年齢も病気も家族など取り巻く環境もそれぞれ違

います。しかし皆さん立派に家で最期を過ごされました。医療や介護のスタッフとしても、津具と

いう地域からみても、亡くなられる方をみんなで一生懸命支えることができたと思います。 

いろいろな思い出があります。「病院に運ぶなら死亡診断書を書いてくれ、そうしたら先生には

迷惑をかけないから」と言った方、亡くなった方を囲み集まる地域の人達 

や走り回る子供さん、看取った瞬間に「ありがとう、この 2 年間は楽しか 

った」と言った御家族、みんな一生懸命最期を生き、みんなで一生懸命患 

者さんの思いを支えました。 

医師はどうしても感謝されますが、実際には医師はオムツも換えること 

ができません。最近は点滴もしないほうが患者さんには楽と言う考え方が 

あり、往診しても話をする程度です。そう考えると皆さんの最期を支えているのは社会福祉協議会

のケアマネージャーやヘルパーであり、偕楽園であり、訪問看護や訪問入浴の皆さん達です。これ

ら津具に関わる介護看護のスタッフは間違いなく日本に誇れるレベルであると私は思います。 

どうか皆さん、介護や看護のスタッフを地域で大事にしてあげてください。医師が診療所にい

つもいなくても、介護や看護のスタッフがのびのびと働ける環境を地域で作ってあげれば最期を家

で迎えることはできます。皆さんで介護看護のスタッフを支えてあげて下さい。 

そしてまた家で死にたければどうか腹を据えて堂々と死に向かってください。自分はこうありた

い、そして覚悟を決めて頑張ると言う気持ちが伝われば、介護看護のスタッフも、そして今後来

る医師も、まわりの皆さんも、きっとその方を応援します。津具は頑張る人にはきっと応えてくれ

る地域であると私は思っています。どうか頑張ってください。 

津具を離れても私は看取りを支える医療に関わっていくでしょう。ここまで支えていただいた地

域の皆さん・実際に最期を迎えられた方やご家族、そして介護看護のスタッフに心より御礼申し上

げます。皆さんに教えて頂いたことを活かし、今後も頑張っていく人たちを支えながら医療に関る

ものとしての役目を果たしていきたいと思っています。 

 

 

 


